
◆青年部の概要  （平成 24 年 2 月現在）  
青年部の名称 東京紙器工業組合 青年会 

代 表 者 氏 名 会長 大瀧 敏裕 

U R L なし 

設 立 年 平成 9 年（1997 年）  会 員 数 30 名  

会 員 資 格 

及び定年年齢  

東京紙器工業組合の組合員で各支部より推薦された経営者、役員、

従業員。定年年齢は４５歳。  

（※東京紙器工業組合青年会は、平成 24 年３月末をもって発展的解

散し、新年度より新体制の新青年部を発足する。）  

親組合役員への登用の有無  なし 

◆組合の概要  
組 合 の 名 称 東京紙器工業組合 

組 合 の 住 所 東京都墨田区東駒形 1-16-1 

電 話 番 号 03-3624-2683 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-3624-7184 

 
 
 
 
 

 
 平成 9 年（1997 年）、東京紙器工業組合の下部組織として設立しました。設立当初

より東京紙器工業組合の各支部より推薦された次世代を担う若手経営者等を中心に

活動しています。  

 本青年会では、従業員 10 人以下の企業が 9 割を占めていますが、小さな企業であ

っても現代を生き残り次世代にバトンタッチするため、勉強会や講習会の開催、他組

合の青年部との交流会、印刷産業青年連絡協議会等への参画を通じて、仲間とともに

自らの将来を切り開くグループを目指しています。  

 

  

青年部の設立の背景と目的について  

 21 世紀を担う若手業界人が切磋琢磨し、交流を通じて業界を盛り上げ、自社

のために活躍しているグループです。  

ＰＲポイント 



 

（１）勉強会・講習会・工場見学会等の開催 

経済情勢に対する見識を広める目的やビジネスチャンスの発掘、コーチングスキル

等を活用した人材育成を目的と

した講習会を毎年開催し、青年会

メンバーの経営力の向上に寄与

しています。過去の実績では、海

外取引についての留意点、デジタ

ル発注の心得として IT 化を推進

するためのビジネス講習等を行

っています。  

本青年会では、講習会の他に工場

見学会も行っています。国内の先進企業のみならず、台湾の台北紙器工業組合を訪問

し見学を行い、海外の紙器業界事情の視察と現地企業の見学を行い情報の交換を行い

ました。その後、台北紙器工業組合を日本にも招き、情報交換を行いました。  

（２）都内外の他青年部との交流 

他の青年部と情報交換や交流をす

ることにより、他業界との横の繋がり

ができ、新たなビジネスチャンスに繋

げています。本青年会では、東京ネー

ムプレート工業協同組合「銘青会」や

東京スクリーン・デジタル印刷協同組

合「グループ 201」、その他地域の任

意青年団体等の同業仲間や関連業種との

交流会を開催しています。  

（３）他団体への参画 

他組合等の青年部が参画している協議会に参画し、情報交換や交流会、助成制度の

活用を通じて新たなビジネスチャンスの創出に取り組んでいる。  

①東京都中小企業団体青年部協議会  

会長をはじめ役員を多数輩出している。本青年会としては、総会等の例会への出席

青年会活動の主な内容と各活動における成果  

【「銘青会」との合同例会】  

【工場見学】  



や講習会への参加など積極的に活動へ参加しています。また、東京中央会の青年部研

究会補助金事業を利用するなど青年会メンバーの活性化にも取り組んでいます。  

②印刷産業青年連絡協議会  

東京都の印刷関連組合に所属する次世代を担う青年部が集まり、業界の垣根を取り

払い『仲間を知ろう！』をキャッチフレーズに活動している連絡協議会に平成 17 年

に正式加盟し、勉強会やビジネス交流等の活動を行っています。  

③全日本紙器段ボール箱工業組合連合会青年部協議会  

業界の後継や育成を目的とした青年部協議会に発足当時から加盟し、会長をはじめ

多数の役員を輩出しています。また、平成 5 年より毎年１回９月頃に全国大会を開催

し、第１回大会、第 10 回大会の担当を務めるなど全国の同業種青年部との交流を積

極的に行っています。  

 


